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開 城 後 の 桑 名 藩  

              西  羽   晃  

慶応４（ 1 8 6 8）年１月 2 3 日、桑 名藩主の嫡 子・松 平万之
助は 四日 市 の新 政 府軍 陣営 に 出頭 して 降伏 し た。 そ して 四日

市川 原町 （ 現京 町 ）の 法泉 寺 に幽 閉さ れた 。 寺は 亀 山藩 士が

警護 にあ た り、 檀 家の 出入 り も監 視さ れる の で、 お 参り に来

る人も少な くなり 、寺で は非常に 困っている 。  

       

      現 在 の 法 泉 寺 （ 建 物 は 当 時 と は 違 う ）  

桑名 で も藩 士は 寺 々に 分 かれ て 収 容さ れ てお り、 出 入り に

は鑑 札が 必 要で あ った 。個 々 人の 私用 は、 ま とめ て 用を 果た

した。  
2 8 日に桑名 城を開 城したが 、新 政 府軍は亀山 藩・彦根藩 な

ど数 知れ ず が桑 名 に滞 在し た 。桑 名の 町全 体 に軍 隊 が溢 れ、

大混 雑し た 。う ち 亀山 藩藩 士 百人 ほど が仏 眼 院に 入 り、 門外

にも野宿し た。春日 神社境内 では彦 根藩士のた めに大 きな「は

そり」を 1 4 , 5 ほどを備えて 炊き出 しをした。  
孝明 天 皇の 皇女 で ある 和 宮は 徳 川 家茂 に 嫁い でい た が、 徳

川家 に対 し て穏 便 な処 置を 新 政府 に嘆 願す る ため 、 まず はお

付き の女 官 であ る 土御 門藤 子 を江 戸か ら京 都 へ派 遣 した 。藤

子は 上京 の 途中 に ２月 １日 に 桑名 の光 徳寺 で 新政 府 軍の 総督

であ る橋 本 実梁 と 面会 した 。 その 夜に 藤子 は 顕本 寺 に泊 まっ



て、翌日に 京都へ 向かっ た。  
橋本らの新 政府軍 は２ 月 1 4 日に桑 名を出て 、江戸 へ向か っ

た。同 月 2 0 日には新政 府軍の 大総 督である有 栖川宮 熾仁親 王
が桑名で泊 り、翌 日は佐 屋を経由 して名古屋 に泊っ ている 。  
新政 府 は誕 生し た ばか り なの で 、 桑名 藩 の統 治も 手 探り の

状態 だっ た と思 わ れる 。今 ま では 桑名 藩独 自 で政 治 を行 って

いた のに 、 占領 下 のた め何 ご とも 尾張 藩を 通 じる の で、 万事

がもどかし い状態 であっ た。  
４月 に なる と占 領 政策 も 徐々 に 緩 和さ れ た。 藩士 家 族は 自

宅を 離れ て 縁故 先 に移 って い たが 、４ 月２ 日 の通 達 で自 宅へ

帰る こと が 許可 さ れた 。但 し 外出 は控 える よ うに 言 われ た。

翌月の 閏４月 1 3 日には幹 部の 藩 士を除 いて一 般の 藩士も 収

容さ れて い た寺 院 から 自宅 謹 慎と なっ て帰 宅 した 。 同じ 閏４

月 2 2 日には幹部 の藩士も 自宅謹 慎 を許可され た。同月 2 9 日
は四 日市 ・ 法泉 寺 に幽 閉さ れ てい た松 平万 之 助も 桑 名の 本統

寺に 移っ て きた 。 万之 助も 藩 士も 何時 まで も 収容 し てい ると

警護の人数 ・費用 もかか るために 解放したの である 。  


